
 ８０２０達成型県民社会における高齢者像 

 

－埼玉県 8020 よい歯のコンクール（2003 年～2011 年 9 年間 1,914 名）データ分析から－ 

 

埼玉県歯科医師会地域保健部 

 

本調査の背景 

２０１２年から２０１４年にかけて、団塊世代が６５歳以上に達することで、２０１５年には県民の４人に１人

が高齢者になるという超高齢社会が到来する。そして、本県は今後日本一のスピードで高齢化が進行する

と推測されている。 厚生労働省の報告(２０１２年９月)によれば、わが国の１００歳以上の高齢者の数は 

５１，３７６名であり、１００歳の高齢者の歯科治療を行うことも現実的なものとなってきた。そして、２０年後

には、歯科患者の半数は６５歳以上の高齢者になるという予測も報告されている。 

歯の保存状態の改善は、全身の健康状態の向上と寿命の延伸に寄与する。しかしその一方、現状をみ

ると、８０歳で２０歯以上有する者の割合は３８．３％、一人平均歯数は１３．９本であり（厚生労働省歯科疾

患実態調査２０１１年）、８０歳の半数以上が２０歯以上の歯を有し、多くの県民が生涯にわたって口腔機能

を維持している「８０２０達成型社会」の実現にはいたっていない。 

そこで、本会では「８０２０達成型県民社会」の実現に向けてこの３年間、健康格差の是正、生涯にわたる

口腔機能の維持・回復、歯の喪失防止の観点から地域保健事業を展開してきた。 

 

 

 

※「８０２０達成型県民社会」とは、80 歳の約半数の人が 20 歯以上の歯を有し、残り半数の人は 20 歯未満であっても、歯科医療に

よって咀嚼をはじめとする口腔機能が回復され、全ての県民が生涯、食べる、話す、笑うといった口腔機能が維持されている社会。

そして、個人や地域が、口腔保健を通して健康を創り出す力を持っている社会のこと。 

目的 

 ８０２０達成者の口腔内状態および日常の生活習慣等の分析を通して、本県における「８０２０達成型県民

社会」における高齢者像を示すことを目的とする。 

  

対象および方法 

対象者は、２００３年～２０１１年の９年間における本県の８０２０達成者１，９１４名で、内訳は、男性 

１，００７名，女性９０７名である。年齢階層別では、７９歳３２名、８０歳－８４歳１，６５５名、８５－８９歳 

１８８名および９０歳以上３９名である（表 1）。 

 
表１ 埼玉県「８０２０よい歯のコンクール」対象者 
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埼玉県「８０２０よい歯のコンクール」の際に使用している健康診査票・質問票について分析した。健康診

査項目は、身体状態および口腔内状態である。身体状態の分析項目は、身長；体重；ＢＭＩ値および握力に

ついて、口腔内状態については、残存歯数；未処置歯数；処置歯数である。質問項目は、咀嚼能力； 生活

習慣および口腔保健行動について分析した。 

  

結果および考察 

 本調査では、埼玉県「８０２０よい歯のコンクール」の際に使用している健康診査票・質問票をもとに分析し

た。身体状態は、身長；体重；ＢＭＩ値および握力について分析した。身長・体重は、男女とも平成２２年度厚

生労働省国民健康・栄養調査結果と比較して少し上回る数値であった。握力は年齢合計・左右平均で男性

２９．７㎏、女性１７．６㎏となり全国平均とほぼ同様の数値であった。ＢＭＩ値は、７９歳，８０－８４歳，８５－

８９歳および９０歳以上のすべての年齢階層において、２２～２４の間の数値であり、やせすぎの基準値で

ある１８．５と肥満の基準値である２５の中間値付近で理想的な数値であった（図１）。よく噛んで食べること

ができる口腔内状態は、肥満・低栄養の防止につながっていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 身体状態：BMI 値  

 

 口腔内状態については、本県８０２０達成者の現在歯数を、男女別・年齢階層別に示すと、男性では、８０

－８４歳で２６本、８５－８９歳で２５．１本、９０歳以上で２３．５本であり、女性では、８０－８４歳で２５．７本、

８５－８９歳で２４．９本、９０歳以上で２３．３本であった（図２）。いずれの年齢階層においても、男性が女性

より０．２～０．３本多く残存していた。 
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図２ 口腔内状態：一人平均現在歯数 



年齢階層別・男女合計の残存歯数,未処置歯数,および処置歯数について分析した。残存歯数は、８０－

８４歳で２５．９本、処置歯数は１３．１本であり、半数が何らかの処置を受けていることがわかった（表２）。

なお、今回の報告では詳細な処置内容についての分析は行っていない。 

 
表２ 現在歯の状況（男女合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女合計・年齢合計の歯種別残存歯率は、いずれの歯種においても左右差は少なく、下顎犬歯が最も

残存率が高く、続いて下顎側切歯・上顎犬歯の順であった。下顎第１大臼歯は、最も残存率が低く７１～ 

７３％であった。上顎前歯部においては残存率が高く、９２～９４％であった（図３）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３ 歯種別の残存率（男女合計・年齢合計） 

 

 

 質問票については、咀嚼能力・ 生活習慣・口腔保健行動について分析した。咀嚼能力については、山本

式総義歯咀嚼能率判定表（簡易版）を用いて評価した。本県８０２０達成者で、何でも食べられると回答した

者の割合は８１．５％で、その内訳は、男性８３．５％・女７９．３％であった。この数値を１９９７〜９８年度厚

生科学研究「高齢者の口腔保健と全身的な健康状態の関係についての総合研究」の一環として岩手、福

岡、愛知の３県（２３市区町村）での８０歳を対象に実施された悉皆調査結果（１，９６２名）の男性２９％・女

性２０％に対して、県内の８０２０達成者は平均的な８０歳高齢者と比較して、男性で約３倍、女性で約４倍

であった（図４）。なお、１５品目のなかでは、ごはんが９５．０%と最も高く、貝柱の干物が８１．５%で最も低か

った（図５）。 
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図４ 咀嚼能力（年齢合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
図５ 咀嚼能力（男女合計・年齢合計） 食べられる食品（１５品目） 

 

 

 

 生活習慣については、が「毎日朝食を取る」９８．７%、「今の生活に満足」９６．４％、「趣味あり」８４．８％、

「定期的に運動する」者の割合が７２％であった（図６）。 

 口腔保健行動については、「歯・口腔の衛生に気をつけている」者が８８．７％、「歯みがきを 1 日２回以

上」７１．５％、「歯間ブラシを使用」５４．４％、「定期的に歯科受診」４０．５％であった（図７）。 
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図６ 生活習慣（男女合計・年齢合計） 図７ 口腔保健行動（男女合計・年齢合計）

 

 

フェーススケールは、調査時点の生活満足度を表す指標として郡市歯科医師会開催審査日当日の８０２

０達成者自身の顔の表情を評価したものである。本県８０２０達成者については、「フェーススケール 1」 

４０．２％で、「フェーススケール６」３７．５％、「フェーススケール１０」１９．３％であった。また、１９９７～９８

年度厚生科学研究「高齢者の口腔保健と全身的な健康状態の関係についての総合研究」対象者の結果

は、「フェーススケール 1」２２％で、「フェーススケール６」３４％、「フェーススケール１０」３６％で、本県８０２

０達成者のほうが、「フェーススケール 1」で約２倍の数値を示した(図８)。このことから、本県８０２０達成者

は生活満足度が高いことが推測された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図８ フェーススケールを用いた生活満足度（男女合計・年齢合計） 
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以上、本県８０２０達成者の分析を行った結果、８０２０達成者は、良好な口腔健康状態・全身健康状態

を維持し、食べる・話す・笑うといった口腔機能が維持されることが確認された。 

 

結論 

本調査結果からみると、「８０２０達成型県民社会」が達成された場合、本県における高齢者像は下記の

ような姿になると推測される。 

１．良好な口腔健康状態を維持 

２. 良好な全身健康状態を維持 

３．食べる、話す、笑うといった口腔機能を維持 

４. 日常生活に満足した暮らし 

 

 

（2013 年年 3 月 3 日埼玉県歯科医学大会口演発表を基に作成） 

 


